
令和５年度香港交流 in林護紀念中学校

行ったこと
私たちは主に3つのことをして、お互いの国について知り、
交流を深めました。まず、名刺交換をしました。私たちはドラ
えもんなどの日本のアニメ・漫画の柄の名刺を一人一人に渡
しました。林護中学校の生徒さんは自分で手書きしたものや
デコレーションしたものをくれました。次に、お互いにプレゼ
ンテーションを発表しました。パワポだけでなく、実践したり、
アドリブを入れたりして興味を持ってもらえるようにしまし
た。最後にバスケやダーツをしたり、香港と日本の有名な食
べ物を試食したりしました。バスケで試合をしたり、ダーツの
やり方を教えてもらったりしてスポーツを楽しみました。また、
香港のご飯やお菓子をいただきながら、林護中学校の生徒
さんとフリートークをして充実した時間を過ごしました。

準備したこと
私たちは林護中学校で、日本文化について発表するため
にスライドや英語の原稿などの準備をしました。日本文化
については、日本の食べ物、日本のスポーツ、日本のおす
すめの場所、日本のポップカルチャーの４つを紹介しまし
た。原稿は、英語に翻訳しながら書く必要がありました。
できるだけ翻訳機を使わずにシンプルな英語で原稿を作
ることを意識しました。また、日本文化を林護中学校のみ
なさんに味わっていただきたいということで、発表の際
に、弓道で使うゴム弓で実演をしたり、自由交流の時に、
小城ようかんを食べたりと様々な方法で日本の良さを伝
えることが出来ました。

良かったこと
自分の持っている英語の力で林護中学校の生徒さん
と会話をし、交流を楽しめたことです。また、それぞ
れの活動から、学びを得ることができたことです。プ
レゼンテーションの発表をしたときは、口を大きく、
しっかりと動かすことで聞き取りやすい英語を話せ
ることが分かりました。お別れをするときには、何度
も振り返って手を振り、もっと話したい！と強く思う
ほど、交流を行い、学びを得ることができました。

課題点
林護中学校の生徒さんは、時々日本語を交えて話し
てくれました。しかし、私たちは広東語や中国語をほ
とんど話せませんでした。挨拶だけでも話せる必要
があったと思います。もし、話せていたら、もっと会
話が広がり、弾んでいたかもしれません。これを今後
に活かしていきたいです。

感想
今回の交流会では、様々な言語が交わされ
ていました。広東語、北京語、韓国語、日本
語、そして英語です。このような国際的な場
に立つことは貴重な体験でした。彼らが話す
英語は単語と単語をつなげてなめらかに発
音をしており、速いスピードで話していまし
た。そんな中、自分の話せる英語で彼らとコ
ミュニケーションをとることが出来たときは、
とてもうれしかったです。また、日本の漫画
や曲など文化を林護中学校のみなさんがよ
く知っていたことには驚きました。ドラえも
んやぼっちざろっく、YOASOBIなどを紹介
したときはざわつきが起こるほどで、香港で
も人気だと分かりました。これらを話題に笑
顔で話しかけてくれたので楽しかったです。




